
(57)【要約】

【課題】共振音を抑制し、高出力のモータが使用できる

送風ユニットを提供する。

【解決手段】吸気口１６と排気口１７を有し風路を形成

した外箱１と、シロッコファンの羽根車５と、アウター

ロータ式のモータ７とを備え、前記モータ７のロータ部

７Ａを前記羽根車５のハブ部８に装着し、前記モータ７

のステータ部７Ｂを防振ゴム１０を介して前記外箱１に

取り付けたもので、羽根車５のハブ部８にロータ部７Ａ

が装着されるので、ハブ部８の径に対して最大限径の大

きいモータ７を使用することが出来て高出力を実現でき

、また、ロータ部７Ａ、ステータ部７Ｂ間のトルク変動

に起因する加振力が防振ゴム１０で外箱１に伝達せず、

振動を防ぐとともに、外箱１からの共振音の放射を防ぎ

、低騒音化を実現できるものである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 気 口 と 排 気 口 を 有 し 風 路 を 形 成 し た 外 箱 と 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン の 羽 根 車 と 、 ア ウ タ ー ロ ー
タ 式 の モ ー タ と を 備 え 、 前 記 モ ー タ の ロ ー タ 部 を 前 記 羽 根 車 の ハ ブ 部 に 装 着 し 、 前 記 モ ー
タ の ス テ ー タ 部 を 防 振 部 材 を 介 し て 前 記 外 箱 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 送 風 ユ ニ ッ ト
。
【 請 求 項 ２ 】
ス テ ー タ 部 に フ ラ ン ジ を 設 け 、 前 記 フ ラ ン ジ の 両 面 を 防 振 部 材 で 挟 み 、 前 記 防 振 部 材 を 外
箱 で 押 圧 し て 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 送 風 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ラ ン ジ の 両 面 に 防 振 部 材 を そ れ ぞ れ 配 し 、 こ の 両 防 振 部 材 を 外 箱 で 軸 方 向 に 押 圧 し て 固
定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 送 風 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
フ ラ ン ジ の 両 面 に 防 振 部 材 を そ れ ぞ れ 配 し 、 こ の 両 防 振 ゴ ム を ネ ジ と 外 箱 と で 軸 方 向 に 押
圧 し て 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 送 風 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
外 箱 の 羽 根 車 と 対 向 す る 面 に 突 出 部 を 設 け 、 前 記 突 出 部 に 、 ス テ ー タ 部 、 フ ラ ン ジ 部 、 防
振 部 材 か ら な る 防 振 構 造 の 一 部 ま た は 全 部 を 収 納 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 送 風 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 換 気 や 冷 却 、 排 塵 等 に 供 す る 送 風 ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 モ ー タ と フ ァ ン が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 送 風 ユ ニ ッ ト は 、 冷 却 用 等 に 広 く 用 い ら
れ て い る が 、 特 に 高 静 圧 を 要 求 さ れ る 用 途 に は 遠 心 フ ァ ン が 用 い ら れ る 。 こ の よ う に 高 静
圧 を 確 保 し よ う と す る 場 合 に は 、 動 作 回 転 数 を 高 め る こ と が 有 効 だ が 、 そ の た め に モ ー タ
を 高 出 力 で 使 用 す る 場 合 し ば し ば 、 共 振 音 が 課 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 従 来 の 送 風 ユ ニ ッ ト は 、 図 ４ や 図 ５ に 示 す よ う に 、 吸 気 口 １ ６ 、 排 気 口 １ ７ を 有
し 、 風 路 を 形 成 し た 外 箱 １ ０ １ 、 １ ０ ２ と 、 こ の 外 箱 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 内 に 収 納 さ れ 、 中 央
部 に 空 洞 部 １ ０ ８ を 有 す る フ ァ ン １ ０ ５ と 、 同 じ く 外 箱 １ ０ ２ 内 に 収 納 さ れ た モ ー タ ７ か
ら 成 り 、 こ の モ ー タ ７ の 片 方 の 軸 受 け 部 １ ０ ９ は 防 振 ゴ ム １ ０ を 介 し て 、 外 箱 １ ０ ２ に 設
け ら れ 、 フ ァ ン １ ０ ５ の 空 洞 部 １ ０ ８ に 沿 う よ う に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 １ １ ２ に 固 定 さ
れ 、 他 方 の 軸 受 け 部 １ ０ ９ は 防 振 ゴ ム １ ０ を 介 し て 前 記 外 箱 １ ０ ２ に 固 定 さ れ る 電 動 機 取
付 具 １ １ ３ に 取 り 付 け ら れ る こ と で 、 フ ァ ン １ ０ ５ と モ ー タ ７ 系 を 外 箱 １ ０ １ 、 １ ０ ２ か
ら 振 動 的 に 遮 断 し 、 共 振 音 を 防 ぐ よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ６ ２ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 フ ァ ン １ ０ ５ の 空 洞 部 １ ０ ８ 内 に ク リ ア ラ ン ス を
お い て 、 フ ラ ン ジ 部 １ １ ２ を 支 持 す る 円 筒 部 １ １ １ が あ り 、 さ ら に そ の 内 部 に ク リ ア ラ ン
ス を お い て モ ー タ ７ が あ る と い う 構 造 と な り 、 フ ァ ン １ ０ ５ あ る い は 外 箱 １ ０ ２ の サ イ ズ
に 比 し て 、 モ ー タ ７ の 直 径 が 小 さ く な っ て し ま い 、 高 出 力 の モ ー タ ７ を 収 納 す る こ と が で
き な い と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 共 振 音 を 防 ぎ な が ら 、 高 出 力 の モ ー タ が
使 用 で き る 送 風 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 送 風 ユ ニ ッ ト は 、 吸 気 口 と 排 気 口 を 有 し 風
路 を 形 成 し た 外 箱 と 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン の 羽 根 車 と 、 ア ウ タ ー ロ ー タ 式 の モ ー タ と を 備 え 、
前 記 モ ー タ の ロ ー タ 部 を 前 記 羽 根 車 の ハ ブ 部 に 装 着 し 、 前 記 モ ー タ の ス テ ー タ 部 を 防 振 部
材 を 介 し て 前 記 外 箱 に 取 り 付 け た も の で 、 羽 根 車 の ハ ブ 部 に ロ ー タ 部 が 装 着 さ れ る の で 、
ハ ブ 部 の 径 に 対 し て 最 大 限 径 の 大 き い モ ー タ を 使 用 す る こ と が 出 来 て 高 出 力 を 実 現 で き 、
ま た 、 ロ ー タ 部 、 ス テ ー タ 部 間 の ト ル ク 変 動 に 起 因 す る 加 振 力 が 防 振 部 材 で 外 箱 に 伝 達 せ
ず 、 振 動 を 防 ぐ と と も に 、 外 箱 か ら の 共 振 音 の 放 射 を 防 ぎ 、 低 騒 音 化 を 実 現 で き る も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 送 風 ユ ニ ッ ト は 、 高 出 力 か つ 低 騒 音 、 低 振 動 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 吸 気 口 と 排 気 口 を 有 し 風 路 を 形 成 し た 外 箱 と 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン の 羽 根 車
と 、 ア ウ タ ー ロ ー タ 式 の モ ー タ と を 備 え 、 前 記 モ ー タ の ロ ー タ 部 を 前 記 羽 根 車 の ハ ブ 部 に
装 着 し 、 前 記 モ ー タ の ス テ ー タ 部 を 防 振 部 材 を 介 し て 前 記 外 箱 に 取 り 付 け た も の で 、 羽 根
車 の ハ ブ 部 に ロ ー タ 部 が 装 着 さ れ る の で 、 ハ ブ 部 の 径 に 対 し て 最 大 限 径 の 大 き い モ ー タ を
使 用 す る こ と が 出 来 て 高 出 力 を 実 現 で き 、 ま た 、 ロ ー タ 部 、 ス テ ー タ 部 間 の ト ル ク 変 動 に
起 因 す る 加 振 力 が 防 振 部 材 で 外 箱 に 伝 達 せ ず 、 振 動 を 防 ぐ と と も に 、 外 箱 か ら の 共 振 音 の
放 射 を 防 ぎ 、 低 騒 音 化 を 実 現 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ス テ ー タ 部 に フ ラ ン ジ を 設 け 、 前 記 フ ラ ン ジ の 両 面
を 防 振 部 材 で 挟 み 、 前 記 防 振 部 材 を 外 箱 で 押 圧 し て 固 定 し た も の で 、 ス テ ー タ 部 と 外 箱 が
直 接 で は な く 、 必 ず 防 振 ゴ ム を 介 し て 接 す る た め に 、 確 実 に 外 箱 へ の 振 動 伝 達 を 防 ぐ と と
も に 、 外 箱 か ら の 共 振 音 の 放 射 を 防 ぎ 、 低 騒 音 化 を 実 現 で き る と と も に 、 外 箱 で 押 圧 し て
固 定 す る の で 、 モ ー タ を 正 確 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ の 発 明 の フ ラ ン ジ の 両 面 に 防 振 部 材 を そ れ ぞ れ 配 し 、 こ の 両
防 振 部 材 を 外 箱 で 軸 方 向 に 押 圧 し て 固 定 し た も の で 、 モ ー タ を 容 易 に 、 し か も 正 確 に 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ の 発 明 の フ ラ ン ジ の 両 面 に 防 振 部 材 を そ れ ぞ れ 配 し 、 こ の 両
防 振 部 材 を ネ ジ と 外 箱 と で 軸 方 向 に 押 圧 し て 固 定 し た も の で 、 モ ー タ を 容 易 に 、 し か も 正
確 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 外 箱 の 羽 根 車 と 対 向 す る 面 に 突
出 部 を 設 け 、 前 記 突 出 部 に 、 ス テ ー タ 部 、 フ ラ ン ジ 部 、 防 振 部 材 か ら な る 防 振 構 造 の 一 部
ま た は 全 部 を 収 納 し た も の で 、 羽 根 車 の ハ ブ 部 が 吸 込 み 経 路 に 大 き く 突 出 せ ず 、 吸 込 み 領
域 が 阻 害 さ れ る こ と に よ る 送 風 性 能 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 送 風 ユ ニ ッ ト の 外 観 を 示 す 分 解 斜 視 図 で 、
図 ２ は 、 同 送 風 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 従 来 例 と 同 一 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 を
付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-299433 A 2005.10.27



　 図 １ 、 ２ に お い て 、 下 部 外 箱 １ ａ と 上 部 外 箱 ２ を 組 み 合 わ せ て 、 吸 気 口 １ ６ 、 排 気 口 １
７ を 有 す る 風 路 を 形 成 す る 外 箱 １ を 構 成 し 、 そ の 内 部 に 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン の 羽 根 車 ５ の ハ
ブ 部 ８ の 内 側 に 、 ア ウ タ ー ロ ー タ 式 の モ ー タ ７ の ロ ー タ 部 ７ Ａ が 密 着 す る よ う に 装 着 さ れ
る 。 ま た 、 モ ー タ ７ の ス テ ー タ 部 ７ Ｂ を 防 振 部 材 で あ る 防 振 ゴ ム １ ０ を 介 し て 下 部 外 箱 １
ａ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 部 外 箱 １ ａ に は 羽 根 車 ５ と 反 対 側 の 面 、 即 ち 羽 根 車 ５ と 対 向 す る 面 に 突 出 部 ３ を 設 け
、 そ の 内 部 に ス テ ー タ 部 ７ Ｂ 、 フ ラ ン ジ 部 １ ２ 、 防 振 ゴ ム １ ０ か ら な る 防 振 構 造 の 一 部 を
収 納 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 フ ラ ン ジ 部 １ ２ は 、 ス テ ー タ 部 ７ Ｂ に 連 な り ラ ジ ア ル 方 向 に 延 出 し た も の で 、
こ の フ ラ ン ジ 部 １ ２ に 対 応 す る 位 置 に 設 け た 防 振 ゴ ム １ ０ の 溝 １ １ に は め 込 ん で 固 定 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 下 部 外 箱 １ ａ の 突 出 部 ３ 内 面 に は ツ メ １ ３ を 設 け 、 こ の ツ メ １ ３ と 下 部 外 箱 １ ａ
の 突 出 部 ３ の 底 面 で 、 フ ラ ン ジ 部 １ ２ を 挟 ん で 羽 根 車 ５ 側 と 、 そ の 反 対 側 に あ る 防 振 ゴ ム
１ ０ を 軸 方 向 に 押 圧 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 送 風 ユ ニ ッ ト に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 種 の 送 風 ユ ニ ッ ト の 騒 音 の 内 、 本 発 明 が 対 象 と す る の は 主 に 、 モ ー タ ７ の ト ル ク 脈
動 に 起 因 す る 共 振 音 で あ る 。 こ の 音 、 振 動 の 伝 播 経 路 に つ い て 考 え る と 、 ま ず モ ー タ ７ の
ロ ー タ 部 ７ Ａ と ス テ ー タ 部 ７ Ｂ の 間 で 起 き た ト ル ク 脈 動 は 、 ス テ ー タ 部 ７ Ｂ を 回 転 方 向 に
加 振 し 、 そ の 振 動 が 下 部 外 箱 １ ａ に 直 接 伝 播 し 、 ス テ ー タ 部 ７ Ｂ － 外 箱 １ 系 と 共 振 を 起 こ
す と 大 き い 騒 音 と な っ て 、 外 箱 １ か ら 外 部 に 放 射 さ れ た り 、 振 動 が 外 部 に 伝 わ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し 、 本 発 明 で は ス テ ー タ 部 ７ Ｂ と 下 部 外 箱 １ ａ の 間 に 防 振 ゴ ム １ ０ が 介 在 し て 、 振
動 の 伝 播 を 完 全 に 遮 断 す る た め 、 共 振 音 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 羽 根 車 ５ の ハ ブ 部 ８ の 内 側 一 杯 の 外 径 寸 法 を 有 す る ロ ー タ 部 ７ Ａ が 装 着 で き る た
め 、 送 風 性 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ ず に 、 モ ー タ サ イ ズ を 大 き く 取 る こ と が 可 能 と な り 、 モ ー
タ 出 力 を 大 き く す る こ と が 出 来 て 、 高 静 圧 あ る い は 高 風 量 の 送 風 ユ ニ ッ ト を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 送 風 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 １ ２ は 、 ス テ ー タ 部 ７ Ｂ に 連 な り ラ ジ
ア ル 方 向 に 延 出 し た も の で 、 こ の フ ラ ン ジ 部 １ ２ を 挟 ん で 羽 根 車 ５ 側 と そ の 反 対 側 に 防 振
ゴ ム １ ０ を 配 設 す る 一 方 、 下 部 外 箱 １ ａ の 突 出 部 ３ の 底 面 か ら 立 て た ボ ル ト １ ４ を 、 フ ラ
ン ジ 部 １ ２ と 両 防 振 ゴ ム １ ０ に 穿 っ た 貫 通 穴 １ ０ ａ を 通 し 、 ナ ッ ト １ ５ で 締 め て 、 防 振 ゴ
ム １ ０ を 軸 方 向 に 押 圧 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 送 風 ユ ニ ッ ト に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 で は ス テ ー タ 部 ７ Ｂ と 下 部 外 箱 １ ａ の 間 に 防 振 ゴ ム １ ０ が 介 在 し て 、 振 動 の 伝 播
を 完 全 に 遮 断 す る た め 、 共 振 音 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た こ の 構 成 で は 、 防 振 ゴ ム １ ０ の 溝 １ １ に フ ラ ン ジ 部 １ ２ を 押 し 込 ん だ り 、 ツ メ １ ３
の よ う な ア ン ダ ー カ ッ ト 部 を 設 け る こ と な く 、 容 易 に 防 振 ゴ ム １ ０ を 介 し て モ ー タ ７ を 下
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部 外 箱 １ ａ に 固 定 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 送 風 ユ ニ ッ ト は 、 ハ ブ 部 径 に 対 し て 最 大 限 径 の 大 き い モ
ー タ を 使 用 す る こ と が 出 来 て 高 出 力 を 実 現 で き 、 ま た 、 ロ ー タ 部 、 ス テ ー タ 部 間 の ト ル ク
変 動 に 起 因 す る 加 振 力 が 防 振 ゴ ム に よ っ て 外 箱 に 伝 達 さ れ な い の で 、 振 動 を 防 ぐ と と も に
、 外 箱 か ら の 共 振 音 の 放 射 を 防 ぎ 、 低 騒 音 化 を 実 現 で き る の で 、 小 型 化 、 高 出 力 が 要 求 さ
れ る 一 般 の 送 風 ユ ニ ッ ト や 、 そ れ を 用 い た 機 器 、 装 置 に 広 く 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 送 風 ユ ニ ッ ト の 外 観 を 示 す 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 送 風 ユ ニ ッ ト の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 送 風 ユ ニ ッ ト の 断 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の 送 風 ユ ニ ッ ト の 分 解 斜 視 図
【 図 ５ 】 同 送 風 ユ ニ ッ ト の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 外 箱
　 １ ａ 　 下 部 外 箱
　 ２ 　 上 部 外 箱
　 ３ 　 突 出 部
　 ５ 　 羽 根 車
　 ７ 　 モ ー タ
　 ７ Ａ 　 ロ ー タ 部
　 ７ Ｂ 　 ス テ ー タ 部
　 ８ 　 ハ ブ 部
　 １ ０ 　 防 振 ゴ ム （ 防 振 部 材 ）
　 １ １ 　 溝
　 １ ２ 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ ３ 　 ツ メ
　 １ ４ 　 ボ ル ト
　 １ ６ 　 吸 気 口
　 １ ７ 　 排 気 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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